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避難所における新型コロナウイルス感染症への対応に関するＱ＆Ａ（第１版）について 

 新型コロナウイルス感染症の現下の状況を踏まえ、災害が発生し避難所を開設する場合には、感

染症対策に万全を期すことが重要となっており、「避難所における新型コロナウイルス感染症への

対応について」（令和２年４月１日付け府政防第 779 号他）、「避難所における新型コロナウイルス

感染症への更なる対応について」（令和２年４月７日付け事務連絡）及び「「避難所における新型コ

ロナウイルス感染症への対応の参考資料」（第２版）について」（令和２年６月 10 日付け府政防第

1262号他）等を発出したところです。

 これらの通知及び事務連絡等においては、自宅療養者等の避難の検討や、避難者の健康状態の確

認、避難所の衛生環境の確保等に関する留意事項についてお示ししたところですが、この度、その

取扱いについて、別紙のとおりＱ＆Ａ（第１版）を作成しましたので、平時の事前準備及び災害時

の対応の参考としていただけるようお願いします。 

なお、このＱ＆Ａ（第１版）は、今後、新型コロナウイルス感染症の状況や新たに得られた知見

等を踏まえ、更新されるものであることを申し添えます。 

貴都道府県内の市町村防災担当主管部局に対しても、その旨周知していただきますようお願いい

たします。 

本件通知は、地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 245 条の４第１項の規定に基づく技術的助

言であることを申し添えます。 

防災担当主管部（局）長 

衛生主管部（局）長 

観光担当部（局）長 
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  R２.６.10 

第１版 

 

避難所における新型コロナウイルス感染症への対応 Ｑ＆Ａ 

～自治体向け～ 

 

１．平時における対応 

 

〇自宅療養者等の避難の検討 

 

Ｑ１ 自宅療養者の避難先はどのように検討する必要がありますか。 

 

Ａ１ 

自宅療養者の被災に備えて、都道府県及び市町村の防災担当部局と保健福祉部局、保健所が

連携して、自宅療養者の情報を共有し、予め災害時の対応・避難方法等を決め、本人に伝えて

おくことが重要です。家族と離れて避難する可能性があることも伝えます。 

新型コロナウイルス感染症の場合は、軽症者等であっても、感染拡大を防止するため、宿泊

療養施設等に滞在することが原則ですが、速やかに近隣の宿泊療養施設等に避難することがで

きない場合には、まず避難所に避難し、避難先の宿泊療養施設等が決まるまで、待機していた

だくことが考えられます。自宅療養者が避難所に避難する場合の対応は、「「避難所における新

型コロナウイルス感染症への対応の参考資料」（第２版）について」（令和２年６月 10 日、府

政防第 1262 号等）の避難所レイアウト（例）等を参考に、適切な対応を検討します。 

自宅療養者が一般の避難所へ避難した後、都道府県の災害対策本部及び保健所等の調整・指

揮の下、宿泊療養施設等の被災状況や居室の状況等を確認し、対応可能な宿泊療養施設等を確

認次第、すみやかに移送を検討します。 

また、発災時の自宅療養者の安否確認方法を事前に検討し、自宅療養者本人に伝えておくこ

とが望ましいです。災害時は停電や電話が殺到すること等による通信障害が想定されるため、

別の電話番号を設定しておくことや可能であれば保健所から自宅療養者に連絡をとるといっ

た工夫が考えられます。 

また、災害発生時に各自宅療養者が実際にどこに避難したか、関係部局が連携して情報を収

集する体制を検討しておくことも重要です。 

なお、避難とは「難」を「避」けることであり、安全な場所にいる人まで避難する必要はな

いことに留意します。また、自宅療養の解除基準が満たされた場合には、上記自宅療養者の対

応は不要であることに留意します。 

 

 

Ｑ２ 自宅療養者や濃厚接触者の情報は、市町村へ共有できますか。共有したらどのように使用

することが考えられますか。 

 

Ａ２  

自宅療養者や濃厚接触者への対応に当たっては、関係部局が、都道府県が保有している情報

について、「都道府県から市町村に対する新型コロナウイルス感染症に関する情報の提供につ

いて」（令和２年４月２日付け事務連絡 内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室、総



 

2 
 

務省地域力創造グループ地域情報政策室）の内容に留意の上、情報共有が可能であるため、適

切に共有してください。 

自宅療養者や濃厚接触者の情報があれば、例えば、ハザードマップ等と照合することにより、

該当者が危険エリアに居住しているか否か、仮にそうであれば、自宅療養者の場合は万一の場

合の移送手段を確保できているか否か、濃厚接触者であれば最寄りの避難所で専用の避難スペ

ースを確保できているか否か、などの事前の検討・準備が可能となります。あらかじめ災害時

の対応、避難方法等を決め、本人に伝えておくことが重要です。 

 

 

Ｑ３ 自宅療養者が一般の避難所に避難した場合の留意点は何ですか。 

 

Ａ３ 

自宅療養者が近隣の宿泊療養施設等に避難することができず、一般の避難所へ避難した際、

都道府県の災害対策本部及び保健所等に連絡して、できる限り速やかに対応可能な宿泊療養施

設等を調整することが必要です。それまでの間、自宅療養者の一時的な避難スペースは、一般

の避難者とは別の建物とすることが望ましいです。同一建物の場合は、動線を分け、専用階段

とスペース、専用のトイレが必要です。風呂・シャワーを使用する場合は、専用とすることが

望ましいですが、困難な場合は、時間的分離・消毒等の工夫をすることが必要です。 

 避難所における自宅療養者への対応については、都道府県及び市町村の防災担当部局、保健

福祉部局、保健所等が十分に連携した上で、人権が侵害されるような事態が生じないよう適切

な対応を事前に検討してください。人権に配慮した啓発ポスターを掲示することが考えられま

す。 

 

 

Ｑ４ 災害時に自宅療養者や濃厚接触者が自家用車で移動する場合の留意点は何ですか。 

 

Ａ４  

自家用車の使用は、事前の保健所との相談内容や、災害の状況により検討します。乗車する

人数は最小限にし、自宅療養者や濃厚接触者は他の乗員と最も距離のとれる座席に乗車してい

ただくことが考えられます。窓を開けながら運転し、乗員は必ずマスクを着用します。乗車後

は、消毒を行います。 

 

 

Ｑ５ 濃厚接触者が避難する必要がある場合は、どのような準備をする必要がありますか。 

 

Ａ５  

濃厚接触者は、可能な限り個室管理とします。難しい場合は、専用のスペースと専用トイレ、

独立した動線をできる限り確保してください。 

  一般の避難所で十分な個室管理ができない場合には、濃厚接触者専用の避難所の確保も検討

してください。 

 避難所における濃厚接触者への対応については、都道府県及び市町村の防災担当部局、保健

福祉部局、保健所が十分に連携した上で、適切な対応を事前に検討してください。 
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〇避難者の健康管理に関することの準備 

 

Ｑ６ 避難所における衛生環境対策としてどのようなものを備蓄する必要がありますか。 

 

Ａ６  

別紙１に、備蓄することが必要と考えられるもののリストを紹介しています。衛生環境対策

としての備蓄を進めてください。市町村が備蓄物資を調達するに当たっては、必要に応じて都

道府県が市町村を支援してください。 

 

 

Ｑ７ 避難者が避難所に到着した際、どのように健康状態を把握し、滞在スペースの振り分けを

行えば良いですか。 

 

Ａ７  

都道府県及び市町村の保健福祉部局、保健所、防災担当部局が十分に調整して、避難者の健

康状態を確認するための健康チェックリストを作成し、避難所内のどの部屋・スペースに振り

分けるかの判断基準を決めておくことが重要です。チェックリスト例（別紙２）、滞在スペー

スと区画の振り分け例（別紙３）をご参考として下さい。 

避難者にあらかじめ体温計、マスク、消毒液、上履き（スリッパ、靴下など）、ごみ袋を準

備して持参することを促します。しかし、緊急避難が迫っている場合は、これらの準備がなく

てもすぐに避難行動が取れるように周知します。 

避難所においても体温計を準備します。体温計（非接触型）を準備することも考えられます。

また、レンタル等により、サーモグラフィーを設置することも考えられます。 

避難所の入口に、発熱、咳等の症状のある人や濃厚接触者専用の受付窓口（テント）を設け、

対応することも考えられます。 

受付窓口担当者は、マスク、使い捨て手袋を着用します。眼の防護具（フェイスシールド又

はゴーグル。目を覆うことができる物で代替可（シュノーケリングマスク等）。以下同じ。）は、

スタッフの個々が担当する内容に応じて使用できるよう準備しておきます（例：受付で連続し

て同じ人が複数の避難者に応対する際は着用する。単発的に、短時間（一人 15 分以内）で接

する際は着用不要。）。受付は、ビニールシールドを設置することも考えられます。速乾性消毒

剤を受付に置いておくと、検温担当者の検温ごとの手指の消毒や、複数の人が使う場合の体温

計の消毒に利用できます。非接触型の体温計であれば、その都度の消毒は不要です。受付窓口

担当者へは、人権を尊重した対応について、教育・啓発が必要です。（感染者を排除するので

はなく、感染対策上の対応であること。） 

また、自宅療養者が一時的に避難所に避難した場合には、健康チェックシートだけでなく、

PCR 陽性となった月日（又は自宅療養開始月日）などを確認します。 

 

テープによる区画や、パーティション、テント毎に番号を付した配置図をあらかじめ作成し

ておき、どの避難者がどの部屋、どの番号等の区画等に滞在しているか分かるように管理しま

す。受付付近に必要な誘導の張り紙類についても、あらかじめ準備をしておくことも考えられ

ます。レイアウト例（別紙４）をご参考として下さい。 

避難者名簿には、新型コロナウイルス感染症の患者が生じた場合、その濃厚接触者を後追い

できるように、滞在する部屋の名称や区画番号等の記録を追加します。（感染防止のため世帯
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ごとに１枚の名簿を作成） 

なお、避難所の受付窓口では、被災者に関するアセスメント調査表 ※を配布し、避難所にい

る避難者だけでなく、生活物資等を受け取りに避難所に来られる在宅避難者等の被災状況の確

認に活用するとともに、被災者台帳につなげることもご検討ください。 

※医療・保健・福祉・防災関係者が分野横断的に被災者の被災状況をただちに把握し、共有

することを目的に作成するもの。以下の URL の別添１を参照。 

  URL：https://www.mhlw.go.jp/content/000627849.pdf 

 

 

Ｑ８ 避難所で対応する職員等は、感染防止対策として具体的にどのような対策を取れば良い 

 でしょうか。 

 

Ａ８  

避難所運営にあたり、場面ごとに想定できる装備内容（別紙５）をご参考として、避難所の

状況に応じて判断し、対策を行って下さい。 

 

 

Ｑ９ 避難所の開設後、避難者の健康状態について、どのように確認すれば良いでしょうか。 

 

Ａ９ 

発熱、咳、発疹・炎症、開放創、嘔吐、下痢などの体調の変化が見られた際には、避難所の

保健班などに連絡するように周知します。避難者が自己アセスメントをできるよう、紙媒体の

記録用紙を準備し、それにより運営者が状況把握を行います。アセスメントシート例（別紙６）

をご参考として下さい。特に、「新型コロナウイルス感染症軽症者が注意すべき症状」12 項目

に該当するような健康状態の急変については、すばやく察知できるよう留意して下さい。 

また、病院等への搬送を行う必要が生じた場合の連絡手段、一時隔離方法、移送手段などに

ついて、都道府県及び市町村の保健福祉部局、保健所、防災担当部局、消防等が連携して決め

ておく必要があります。 

 健康状態は、紙媒体でなく、スマートフォンのアプリで管理することも考えられます。（対

象者は携帯電話を持参している人であり、充電できる環境であることが条件となります。） 

  ※（例）健康日記 https://www.htech-lab.co.jp/covid19/ 

 

 

Ｑ１０ 災害時に医療機関との連携体制をどのように構築すれば良いでしょうか。 

 

Ａ１０  

都道府県の防災担当主管部局と保健福祉部局が連携し、発災時に市町村が避難所における新

型コロナウイルス感染症対策を適切に行えるよう、医療機関等による支援体制を構築してくだ

さい。 

 

 

 

 

https://www.mhlw.go.jp/content/000627849.pdf
https://www.htech-lab.co.jp/covid19/
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〇専用の避難所の検討 

 

（特定の避難者の専用の避難所の検討） 

 

Ｑ１１ 特定の避難者の専用の避難所とは、どのような避難者のための避難所として設定するの

ですか。 

 

Ａ１１ 

感染予防及び医療・保健活動のしやすさの観点から、①高齢者・基礎疾患を有する者・障が

い者・妊産婦等及びその家族、②発熱・咳等の症状のある人、③濃厚接触者について、それぞ

れの人の専用の避難所を事前に設定することが考えられます。設定する場合は、人権に配慮し

て「感染者を排除するのではなく感染対策上の対応であること」を含め、予め住民に十分に周

知しておくことが重要です。 

 

（ホテル・旅館等の避難所としての開設に向けた準備） 

 

Ｑ１２ ホテル・旅館等には、どのような避難者の受入れを検討するのが良いでしょうか。 

 

Ａ１２  

高齢者・基礎疾患を有する者・障がい者・妊産婦・訪日外国人旅行者等及びその家族等を優

先的に避難するように検討することが考えられます。優先順位の考え方を決めておくとともに、

事前にリストを作成し、災害時には、避難所として開設したホテル・旅館等に、上記優先順位

を踏まえつつ、受入れを図ってください。 

また、避難が長期にわたると見込まれる場合には、健康な人等を含め、できるだけ早期に、

ホテル・旅館、研修所、その他宿泊施設等に移送することが望ましいです。 

 

 

〇避難所のスペースの利用方法等の検討 

 

（一般の避難所内の動線、ゾーニング） 

 

Ｑ１３ 避難所における健康な避難者の感染リスクを下げるため、避難所内の動線の分け方やゾ

ーニングを適切に行い、避難者にとって十分なスペースを確保するためには、どのようにすれ

ば良いですか。 

 

Ａ１３  

避難所内の動線の分け方やゾーニング、十分なスペースの確保の検討に当たっては、「「避難

所における新型コロナウイルス感染症への対応の参考資料」（第２版）について」（令和２年６

月 10 日、府政防第 1262 号等）を参考として下さい。レイアウトは、専門家の確認を受けるこ

とが重要です。事前の確認が困難な場合でも、運用後に専門家の確認を受けるようにしてくだ

さい。 

避難者や避難所運営者のため、専用スペースや動線の分かる案内板を用意します。 
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２．発災後における対応 

 

〇避難所の衛生環境の確保 

 

（健康な避難者への対応） 

 

Ｑ１４ 健康な避難者の滞在スペースにおける清掃や消毒は、どのように行えば良いでしょう

か。 

 

Ａ１４  

健康な避難者が利用する場所のうち、①特に多くの避難者等が手を触れる箇所（ドアノブ、

手すり、スイッチなど）は１日にこまめに、②トイレは目に見える汚物があればその都度、ま

た汚れが特に見えなくても１日３回（午前・午後・夕）以上の複数回、消毒液を使用して清拭

します。トイレの床は、新型コロナウイルスが検出されやすいため、注意が必要です。トイレ

について、ドアノブ、水洗トイレのレバー等は、こまめに消毒します。排泄物で汚染された部

位の表面には、次亜塩素酸ナトリウムを使用します。また、洋式トイレで蓋がある場合は、ト

イレの蓋を閉めて流すよう表示します。換気も十分に行います。手洗い場には石けん・消毒剤

を設置し、トイレ使用後の手洗い・消毒を徹底します。 

掃除、消毒の際には、マスク、眼の防護具、掃除用手袋（手首を覆えるもの。使い捨てビニ

ール手袋も可。以下同じ。）を適切に選択して着用します。 

避難所では様々なものを共用しており、用具や物品の共用を、できれば避けるようにします

が、消毒できるものについては消毒を行い、使用後には手洗いをするように避難者等に周知徹

底します。 

 

（参考）新型コロナウイルス対策 ご家庭にある洗剤を使って身近な物の消毒をしましょう 

（経済産業省及び独立行政法人製品評価技術基盤機構）（別紙７） 

厚生労働省及び経済産業省作成リーフレット 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000614437.pdf（別紙８） 

 

新型コロナウイルスから皆さんの安全を守るために 防衛省統合幕僚監部 

https://www.mod.go.jp/js/Activity/Gallery/images/Disaster_relief/2020covid_

19/2020covid_19_guidance1.pdf 

 

 

（発熱、咳等の症状のある人や濃厚接触者への対応） 

 

Ｑ１５ 発熱、咳等の症状のある人の専用ゾーン、濃厚接触者の専用ゾーンでは、どんなことに

注意して対応すれば良いでしょうか。 

 

Ａ１５  

都道府県及び市町村の防災担当部局や保健福祉部局、保健所、医療機関が十分に連携の上で、

適切な対応を事前に検討します。 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000614437.pdf
https://www.mod.go.jp/js/Activity/Gallery/images/Disaster_relief/2020covid_19/2020covid_19_guidance1.pdf
https://www.mod.go.jp/js/Activity/Gallery/images/Disaster_relief/2020covid_19/2020covid_19_guidance1.pdf
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  都道府県及び市町村の保健福祉部局は、保健師・看護師・医師を巡回・派遣し、健康状態を

確認します。特に濃厚接触者については保健師の巡回・派遣が適切に行われるよう留意します。

症状が変化した場合などに備え、保健福祉部局や保健所等が避難所運営者から連絡・相談を受

ける体制を確保します。 

・ お世話をする人 

心臓、肺、腎臓に持病のある方、糖尿病の方、免疫の低下した方、妊婦の方などは、ご自身の

体調に留意することが大事ですので、こうした方のお世話をするのは避けてください。 

・ 発熱・咳等の症状のある人や濃厚接触者と応対する際には、使い捨て手袋、マスク、眼の防

護具を適切に選択し、着用します。 

・ マスクをつけます。 

使用したマスクは他の部屋に持ち出さないでください。 

マスクの表面には触れないようにしてください。マスクを外す際には、ゴムやひもをつまんで

外します。マスクを外した後は必ず石鹸で手を洗ってください（アルコール手指消毒剤でも可）。 

マスクが汚れたときは、新しい清潔な乾燥マスクと交換してください。マスクがないときなど

に咳やくしゃみをする際は、ティッシュ等で口と鼻を覆います。 

・ こまめに石鹸で手を洗います。アルコール消毒をします。洗っていない手で目や鼻、口など

を触らないようにします。 

・ 換気を十分にします（Ｑ２４参照）。 

・ 複数の人が手で触れる共用部分（トイレを含む）を消毒します。 

掃除用手袋、眼の防護具、マスクを着用し、通常の清掃に加え、Ｑ１４の方法で消毒を行いま 

す。頻度は、例えば２時間ごとなどルールを決めて行うことが望ましいです。 

また、新型コロナウイルス感染症の疑いのある患者や濃厚接触者が使用した使用後のトイレ

は、急性の下痢症状などでトイレが汚れた場合には、次亜塩素酸ナトリウム、またはアルコー

ル（70％）による清拭を行います。 

 

 

（新型コロナウイルス感染症を発症した人への対応） 

 

Ｑ１６ 災害時に、新型コロナウイルス感染症を発症した場合、どのように対応すれば良いです

か。 

 

Ａ１６  

避難所から病院への移送を含め、都道府県及び市町村の保健福祉部局、保健所、防災担当部

局、医療機関が十分に連携の上で、適切な対応を事前に検討するとともに、発災時の対応を行

ってください。 

 

Ｑ１７ 新型コロナウイルス感染症を発症した軽症者等の建物等について、どんなことに注意し

て対応すれば良いでしょうか。 

 

Ａ１７  

都道府県及び市町村の保健福祉部局、保健所、防災担当部局、医療機関が十分に連携の上で、

適切な対応を事前に検討してください。 

・ できる限り速やかに宿泊療養施設や病院に移送します。 



 

8 
 

・ 軽症者等と対応する際には、使い捨て手袋・マスク・眼の防護具を適切に選択し、着用しま

す。軽症者等もマスクを着用します。 

・ 軽症者等が一時的に避難所を利用した際には、共用部（トイレを含む）の清掃・消毒に当た

って、掃除用手袋、マスク、眼の防護具、長袖ガウン（医療用ではないので、ゴミ袋での手作

り、カッパでの代用も可。以下同じ。）を着用し、通常の清掃に加え、Ｑ１４の方法で消毒を

行います。 

また、軽症者等が使用した使用後のトイレは、急性の下痢症状などでトイレが汚れた場合に

は、次亜塩素酸ナトリウム、またはアルコール（70％）による清拭を行います。頻度は、例え

ば２時間ごとなどルールを決めて行うことが望ましいです。 

・ 軽症者等のゴミ等は、基本的に感染性廃棄物として処理する等、ゴミの種類ごとに処理方法

を確認してください。 

・ この他、「新型コロナウイルス感染症の軽症者等の宿泊療養マニュアル」（令和２年４月２日

付け事務連絡 厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部）に準拠して対応してくだ

さい。 

 

 

Ｑ１８ 避難者が新型コロナウイルス感染症を発症した場合、滞在スペースにおける消毒は、

どのように行えば良いでしょうか。 

 

Ａ１８  

基本的には都道府県又は市の保健所が対応することが適当です。事前に都道府県及び市町村

の保健福祉部局、保健所と検討します。 

 

 

（避難所における避難者の健康維持） 

 

Ｑ１９ 避難者の深部静脈血栓症（DVT）の予防のため、どのような対策を行うのが良いでしょ

うか。 

 

Ａ１９  

避難者は、濃厚接触者を含め、定期的な軽い運動を推奨します。時間を決めて、施設管理者

と相談の上、敷地内のスペースを歩くことを勧めることや、軽い体操の方法のリーフレット（別

紙９）を配布して、無理せず自分のペースで体を動かすことを促すことが望ましいです。 

避難所において、正しい科学的知見に基づく食事、運動等の在り方に関する正しい知識や、

運動機会を提供するなどの健康維持に資する活動を行うことが考えられます。 
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（その他） 

 

Ｑ２０ 避難所で炊き出しや弁当の受け取り、食事を行う際には、どのようなことに注意すべき

でしょうか。 

 

Ａ２０  

炊き出し等を行う場合には、調理者や避難者の衛生管理を徹底するとともに、「３密」を避

ける列の並び方や食事のとり方を行っていただくことなどに留意していただくことが必要で

す。その際、一人分ずつ小分けにして配ることや、食事をするときは、同じ方向を向いて座っ

たり、互い違いに座って食べるようにすることも考えられます。また、衛生管理上、保健所の

指導により信頼のおけるケータリングを行うことも検討してください。 

発熱、咳等の症状のある人や濃厚接触者への食事の受け渡しは、直接行わず、各居室前な

どに置いて渡す方法とします。 

 

 

Ｑ２１ ゴミ処理はどのように行えば良いでしょうか。 

 

Ａ２１  

都道府県及び市町村の保健福祉部局、保健所、防災担当部局が十分に連携の上で、適切な対

応を事前に検討します。生ごみや弁当の容器などの処理については、処理を行う人の防御策と

それに必要な備品を用意します。 

一般のごみと、感染性の廃棄物について分けるようにし、感染性の廃棄物はゴミ袋を２重に

します。使用済みのマスク、ティッシュ、使い捨て手袋、発熱・咳等のある人の弁当の容器な

どについては、慎重に取り扱い、保管し、基本的に一般廃棄物として処分します。 

ゴミ処理を行う際には、掃除用手袋とマスク、眼の保護具、長袖ガウンを着用することを検

討します。 

 

 

Ｑ２２ シャワーや風呂における留意点は何でしょうか。 

 

Ａ２２  

毎日換水して掃除します。遊離残留塩素濃度 0.4ｍｇ /L 以上の維持を徹底します。 

濃厚接触者や発熱・咳等の症状のある人はシャワーや風呂を控えますが、使用する場合、

順番として、健康な人、濃厚接触者、発熱・咳等の症状のある人のように、周囲への感染を

及ぼす恐れのある人は、最後にしていただきます。 

手すりなど手がよく触れる箇所は消毒薬でふき取り、湯船や洗い場は洗剤で清掃し、よく

流します。 

清掃の際には、掃除用手袋とマスク、眼の保護具、撥水性のあるガウンを着用します。 
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Ｑ２３ 汚れたリネン、衣服の洗濯に当たっては、どのように行えば良いですか。 

 

Ａ２３  

体液等で汚れた衣服、リネンを取り扱う際は、掃除用手袋、マスク、眼の保護具を着用し、

ほかの衣料とは別に分けて、洗うようにします。なお、血液や吐物がついたものは、0.1%次亜

塩素酸ナトリウム液に浸けて下洗いしてから、一般的な家庭用洗剤で洗濯し完全に乾かします。 

 

 

〇十分な換気の実施、スペースの確保等 

 

Ｑ２４ 換気はどのように行えば良いのでしょうか。 

 

Ａ２４  

換気は、気候上可能な限り常時、困難な場合はこまめに（30 分に１回以上、数分間程度、

窓を全開する）、２方向の窓を同時に開けて行うようにします。窓が一つしかない場合は、ド

アを開けます。換気扇がある場合は、換気扇と窓の開閉を併用します。換気の時間はルールを

決めて行うことが望ましいです。 

気候、天候や室の配置などにより異なることから、必要に応じて換気方法について保健福祉

部局や保健所と相談します。 

  機械換気設備による換気については、以下をご参照ください。 

・「換気の悪い密閉空間」を改善するための換気の方法（リーフレット） 

（令和２年４月３日改訂 厚生労働省） 

・商業施設等における「換気の悪い密閉空間」を改善するための換気について 

（令和２年３月 30 日 厚生労働省） 

なお、室内の空気と外気の入れ替えを行っていないエアコンは、使用時においても換気が必

要です。 

 

 

３．その他 

 

〇財政支援等 

 

Ｑ２５ 新型コロナウイルス感染症への対応のため、避難所としてホテル・旅館等や民間施設を

活用したが、災害救助法が適用されなかった場合にも財政的支援はあるのでしょうか。 

 

Ａ２５ 

災害救助法が適用されない場合は、ホテル・旅館等や民間施設の借上げ費用のほか、これら

の施設への輸送等を含む避難所の設置、維持及び管理に要する費用について、令和２年４月１

日以降に実施される事業であれば、「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を

活用することが可能です。 
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Ｑ２６ 避難所の感染対策用の物品（マスク、消毒薬、体温計、パーティション等）について、

国からの支援はあるのでしょうか。 

 

Ａ２６  

災害発生前に、避難所における新型コロナウイルス感染症への対応として実施する物品の備

蓄に要する費用について、令和２年４月１日以降に実施される事業であれば、「新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金」を活用することが可能です。 

 

 

Ｑ２７ 避難所におけるコロナ対策を実施するにあたって、何が災害救助法に基づく救助費の対

象経費となりますか。 

 

Ａ２７  

災害救助法が適用された自治体に対しては、避難所の設置のために支出した消耗器材費、建

物の使用謝金、器物の借上費または購入費、光熱水費等について、救助費の対象としています。 

また、食品の供与や飲料水の供給のための費用についても、救助費の対象としています。 

 

 

Ｑ２８ 新型コロナウイルス感染症対策として備蓄した物資・資材と災害対策として備蓄した物

資・資材を相互に融通することはできますか。 

 

Ａ２８  

相互に融通できます。（新型インフルエンザ対策等特別措置法第 11 条） 

 

 

Ｑ２９ 国からのプッシュ型支援とは、どのような手続きでどのようなものが支援されるのでし

ょうか。 

 

Ａ２９  

大規模災害発生当初は、被災地方公共団体において正確な情報把握に時間を要すること、民

間供給能力が低下すること等から、被災地方公共団体のみでは、必要な物資量を迅速に調達す

ることは困難と想定されます。このため、国が被災地方公共団体からの具体的な要請を待たな

いで、避難所避難者への支援を中心に必要不可欠と見込まれる物資を調達し、被災地に物資を

緊急輸送しており、これをプッシュ型支援と呼んでいます。 

プッシュ型支援の対象となる食料や毛布等の基本８品目に加えて、感染症予防に必要な物資

（マスク、消毒液等）についても、内閣府の「物資調達・輸送調整等支援システム」や現地派

遣職員からの報告等により、被災地の状況を把握の上、関係府省と連携して、プッシュ型支援

を実施します。 

なお、迅速かつ円滑な物資支援を実現するため、当該システムへの備蓄情報等の事前登録や、

大規模災害発災時のシステム活用にご協力をお願いします。 
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Ｑ３０ その他、避難所におけるコロナ対策を進める上で、資金を集める手立てはありますでし

ょうか。 

 

Ａ３０  

 様々な資金を集める手立てを検討していただきたいと思いますが、その例として、「新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」や、地方公共団体が行う地方創生の取組に対し

て企業が寄附を行った場合に、法人関係税から税額控除する「企業版ふるさと納税」の活用が

あります。「企業版ふるさと納税」は、地方公共団体において、地域再生計画（避難所におい

て必要となるマスク、消毒液、パーティション等の物資や資材の購入等を進める内容を含む。）

を作成し、内閣府の認定を受けた場合に、最大で寄附額の約９割が軽減されることから、財源

として積極的に活用することをご検討下さい。 

 

企業版ふるさと納税ポータルサイト： 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/tiikisaisei/kigyou_furusato.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/tiikisaisei/kigyou_furusato.html
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＜その他参考資料＞ 

 

〇避難所等における新型コロナウイルス関連の通知等 

 

（災害対策本部関係） 

 

・「新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応下における災害対応について」 

（令和２年４月 27 日付け消防災第 79 号、消防庁国民保護・防災部防災課長発、各都道府県消 

防防災主管部長宛て通知） 

https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/200427_bousai_79.pdf 

 

・「大規模災害発生時における国等からの職員等の派遣に係る執務スペースの確保について」 

（令和２年６月２日付け府政防第 1230 号・消防災第 100 号、内閣府政策統括官（防災担当）

付参事官（災害緊急事態対処担当）・消防庁国民保護・防災部防災課長発、各都道府県防災担

当主管部（局）長宛て通知） 

http://www.bousai.go.jp/pdf/0602corona.pdf 

 

（避難所運営全般） 

 

・「避難所における新型コロナウイルス感染症への対応について」 

（令和２年４月１日付け府政防第 779 号・消防災第 62 号・健感発 0401 第１号、内閣府政策統

括官（防災担当）付参事官（避難生活担当）・消防庁国民保護・防災部防災課長・厚生労働省

健康局結核感染症課長発、各都道府県・保健所設置市・特別区防災担当主管部（局）長・衛生

主管部（局）長宛て通知） 

http://www.bousai.go.jp/pdf/korona.pdf 

 

・「避難所における新型コロナウイルス感染症への更なる対応について」 

（令和２年４月７日付け、内閣府・消防庁・厚生労働省発、各都道府県・保健所設置市・特別

区宛て事務連絡） 

http://www.bousai.go.jp/pdf/hinan_korona.pdf 

 

・「避難所における新型コロナウイルス感染症への対応の参考資料について」 

（令和２年５月 21 日付け府政防第 939 号・消防災第 87 号・健感発 0521 第１号、内閣府政策

統括官（防災担当）付参事官（避難生活担当）・消防庁国民保護・防災部防災課長・厚生労働

省健康局結核感染症課長発、各都道府県・保健所設置市・特別区防災担当主管部（局）長・衛

生主管部（局）長宛て通知） 

http://www.bousai.go.jp/pdf/colonasanko.pdf 

 

・「避難所における新型コロナウイルス感染症への対応に要する経費について」 

（令和２年５月 27 日付け府政防第 942 号・消防災第 88 号、内閣府政策統括官（防災担当）付

参事官（被災者生活再建担当）・消防庁国民保護・防災部防災課長発、各都道府県防災担当主

管部（局）長宛て通知） 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/pdf/keihi.pdf 

 

https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/items/200427_bousai_79.pdf
http://www.bousai.go.jp/pdf/0602corona.pdf
http://www.bousai.go.jp/pdf/korona.pdf
http://www.bousai.go.jp/pdf/hinan_korona.pdf
http://www.bousai.go.jp/pdf/colonasanko.pdf
http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/pdf/keihi.pdf
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・「災害時の避難所における新型コロナウイルス感染症対策や避難所の確保等に係る地方公共団

体の取組状況等について」 

（令和２年５月 27 日付け府政防第 951 号・消防災第 96 号、内閣府政策統括官（防災担当）付

参事官（被災者生活再建担当）・消防庁国民保護・防災部防災課長発、各都道府県防災担当主

管部（局）長宛て通知） 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/pdf/chihou_torikumi.pdf 

 

・「新型コロナウイルス感染症対策に配慮した避難所開設・運営訓練ガイドラインについて」 

（令和２年６月８日付け府政防第 1239 号・消防災第 108 号・健感発 0608 第１号、内閣府政策

統括官（防災担当）付参事官（地方・訓練担当）・消防庁国民保護・防災部防災課長・厚生労働

省健康局結核感染症課長発、各都道府県・保健所設置市・特別区防災担当主管部（局）長・衛

生主管部（局）長宛て通知） 

http://www.bousai.go.jp/pdf/0608_guideline.pdf 

 

（ホテル・旅館等の活用関係） 

 

・「新型コロナウイルス感染症対策としての災害時の避難所としてのホテル・旅館等の活用に向

けた準備について」 

（令和２年４月 28 日付け、内閣府・消防庁・厚生労働省・観光庁発、各都道府県・保健所設

置市・特別区宛て事務連絡） 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/pdf/corona_hotel_0429.pdf 

 

・「「新型コロナウイルス感染症対策としての災害時の避難所としてのホテル・旅館等の活用に向

けた準備について」（令和２年４月 28 日付け事務連絡）を踏まえた対応について」 

（令和２年５月 27 日付け府政防第 1217 号・消防災第 97 号・健感発 0527 第２号・観観産第 75

号、内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（被災者生活再建担当）・消防庁国民保護・防災

部防災課長・厚生労働省健康局結核感染症課長・観光庁観光産業課長発、各都道府県・保健所

設置市・特別区防災担当主管部（局）長・衛生主管部（局）長・観光担当部（局）長宛て通知） 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/pdf/428_taiou.pdf 

 

（研修所、宿泊施設等の活用関係） 

 

・「新型コロナウイルス感染症対策に係る災害時の避難所としての各省庁及び独立行政法人、民

間団体等が所有する研修所、宿泊施設等の活用等について」 

（令和２年５月 21 日付け府政防第 930 号・消防災第 86 号、内閣府政策統括官（防災担当）付

参事官（避難生活担当）・消防庁国民保護・防災部防災課長発、各都道府県防災担当主管部（局）

長宛て通知） 

http://www.bousai.go.jp/pdf/syukuhaku.pdf 

 

 

 

 

 

 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/pdf/chihou_torikumi.pdf
http://www.bousai.go.jp/pdf/0608_guideline.pdf
http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/pdf/corona_hotel_0429.pdf
http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/pdf/428_taiou.pdf
http://www.bousai.go.jp/pdf/syukuhaku.pdf
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（物資の備蓄関係） 

 

・「避難所における新型コロナウイルス感染症対応物資等の備蓄状況調査について」 

（令和２年５月 27 日付け府政防第 936 号、内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（事業継

続担当）発、各都道府県防災担当部局長宛て通知） 

http://www.bousai.go.jp/pdf/corona_bichiku.pdf 

 

・「物資調達・輸送調整等支援システム」への情報入力の促進及び今後の消防防災・震災対策現

況調査の取扱いについて」 

（令和２年５月 27 日付け府政防第 949 号・消防災第 95 号、内閣府政策統括官（防災担当）付

参事官（事業継続担当）・消防庁国民保護・防災部防災課長発、各都道府県防災担当部局長宛

て通知） 

http://www.bousai.go.jp/pdf/logi_system.pdf 

 

（罹災証明書交付関係） 

 

・「罹災証明書交付業務における新型コロナウイルス感染症対策について」 

（令和２年５月 27 日付け府政防第 950 号、内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（被災者

生活再建担当）発、各都道府県担当部局長宛て通知） 

http://www.bousai.go.jp/pdf/colona_risai.pdf 

 

（応援職員派遣関係） 

 

・「被災市区町村応援職員確保システムに基づく応援職員の派遣における新型コロナウイルス感

染症に係る留意事項について」 

（令和２年５月 22 日付け総行派第 20 号、総務省自治行政局公務員部公務員課応援派遣室長

発、各都道府県総務部長・各指定都市総務局長宛て通知） 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000689055.pdf 

 

（災害ボランティア関係） 

 

・「新型コロナウイルスの感染が懸念される状況において効果的な災害ボランティア活動を行う

ための関係機関の連携強化について」 

（令和２年６月１日付け府政防第 1231 号、内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（普及啓

発・連携担当）発、各都道府県災害ボランティア担当主管部（局）長・防災担当主管部（局）

長宛て通知） 

http://www.bousai.go.jp/pdf/tsuchi/volunteer/partnership.pdf 

 

・「新型コロナウイルス感染が懸念される状況における災害ボランティアセンターの設置・運営

について（情報提供）」 

（令和２年６月８日付け 内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（普及啓発・連携担当）発、

各都道府県防災担当主管部（局）長・災害ボランティア担当主管部（局）長宛て事務連絡） 

http://www.bousai.go.jp/pdf/corona_volunteer.pdf 

 

http://www.bousai.go.jp/pdf/corona_bichiku.pdf
http://www.bousai.go.jp/pdf/logi_system.pdf
http://www.bousai.go.jp/pdf/colona_risai.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000689055.pdf
http://www.bousai.go.jp/pdf/tsuchi/volunteer/partnership.pdf
http://www.bousai.go.jp/pdf/corona_volunteer.pdf
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（避難の理解力向上キャンペーン関係） 

 

・「「避難の理解力向上キャンペーン」の実施等について」 

（令和２年４月 21 日付け府政防第 819 号・消防災第 72 号、内閣府政策統括官（防災担当）付

参事官（調査・企画担当）・消防庁国民保護・防災部防災課長発、各都道府県消防防災主管部

長宛て通知） 

http://www.bousai.go.jp/pdf/hinan_campaign.pdf 

 

・「高齢者や障害者等の避難の実効性の確保に向けた取組の実施について」 

（令和２年５月 28 日付け府政防第 1221 号・消防災第 98 号、内閣府政策統括官（防災担当）

付参事官（避難生活担当）・内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（普及啓発・連携担当）・

消防庁国民保護・防災部防災課長発、各都道府県消防防災主管部局長・防災担当部（局）長宛

て通知） 

http://www.bousai.go.jp/pdf/elder_support.pdf 

 

（その他（チラシ等）） 

 

・「新型コロナウイルス感染症が収束しない中における災害時の避難について」 

http://www.bousai.go.jp/pdf/colonapoint.pdf 

 

 

〇新型コロナウイルス感染症関係 

 

（関係省庁ＨＰ） 

 

・新型コロナウイルスに関するＱ＆Ａ（一般の方向け）（厚生労働省ＨＰ）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001

.html 

 

・新型コロナウイルス感染症の対応について（内閣官房ＨＰ） 

https://corona.go.jp 

 

・新型コロナウイルスから皆さんの安全を守るために（防衛省統合幕僚監部ＨＰ） 

https://www.mod.go.jp/js/Activity/Gallery/images/Disaster_relief/2020covid_19/2020c

ovid_19_guidance1.pdf 

 

 

〇避難所に係るガイドライン等 

 

 ・避難所における良好な生活環境の確保に向けた取組指針 

（平成 25 年 8 月（平成 28 年４月改定）内閣府（防災担当）） 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/pdf/1605kankyokakuho.pdf 

 

・避難所運営ガイドライン（平成 28 年４月 内閣府（防災担当）） 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/pdf/1605hinanjo_guideline.pdf 

 

http://www.bousai.go.jp/pdf/hinan_campaign.pdf
http://www.bousai.go.jp/pdf/elder_support.pdf
http://www.bousai.go.jp/pdf/colonapoint.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html
https://corona.go.jp/
https://www.mod.go.jp/js/Activity/Gallery/images/Disaster_relief/2020covid_19/2020covid_19_guidance1.pdf
https://www.mod.go.jp/js/Activity/Gallery/images/Disaster_relief/2020covid_19/2020covid_19_guidance1.pdf
http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/pdf/1605kankyokakuho.pdf
http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/pdf/1605hinanjo_guideline.pdf
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・避難所生活を過ごされる方々の健康管理に関するガイドライン 

（平成 23 年６月３日版 厚生労働省） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000001enhj-att/2r9852000001enj7.pdf 

 

・災害時における避難所での感染症対策（厚生労働省） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_00346.html 

 

 ・令和元年度医療・保健・福祉と防災の連携に関する作業グループにおける議論の取りまとめ 

について（情報提供）（令和２年５月７日付け事務連絡 厚生労働省） 

https://www.mhlw.go.jp/content/000627849.pdf 

 

 

〇感染症対策関係 

・社会福祉施設等における感染拡大防止のための留意点について（その２） 

（令和２年４月７日付け事務連絡 厚生労働省） 

https://www.mhlw.go.jp/content/000619929.pdf 

 

 ・高齢者介護施設における感染対策マニュアル改訂版 

（2019 年３月 平成 30 年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/ninc

hi/index_00003.html 

 

 ・避難所における感染対策マニュアル 

（東北大学大学院 感染制御・検査診断学分野、臨床微生物解析治療学、

感染症診療地域連携講座、東北感染制御ネットワーク） 

http://www.kansensho.or.jp/uploads/files/topics/disaster_con_5.pdf 

 

・災害時の保健活動推進マニュアル（令和２年３月 日本公衆衛生協会） 

https://www.sasshi-insatsu.com/data_proof/026863_416/honbun.pdf 

 

 

（参考となる資料等） 

 

・一般市民向け新型コロナウイルス感染症に対する注意事項 

（日本環境感染学会ＨＰ） 

http://www.kankyokansen.org/uploads/uploads/files/jsipc/2019ncov_ippan_200203.pdf 

 

・避難所開設での感染を防ぐための事前準備チェックリスト －手引き版－ Ver.2 

  （人と防災未来センター） 

  http://www.dri.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/sp_report_vol1_ver2.pdf 

 

 ・福祉避難所開設での感染を防ぐためのゾーニング（速報）（人と防災未来センター） 

http://www.dri.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/sp_report_Vol2.pdf 

 

 ・新型コロナウイルス感染症流行時の災害と避難環境を考える手引き（地方自治体編） 

  （新型コロナ感染症と災害避難研究会編） 

http://npo-cemi.com/covid-19/livingwithcorona.pdf 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_00346.html
https://www.mhlw.go.jp/content/000627849.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/ninchi/index_00003.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/ninchi/index_00003.html
https://www.sasshi-insatsu.com/data_proof/026863_416/honbun.pdf
http://www.kankyokansen.org/uploads/uploads/files/jsipc/2019ncov_ippan_200203.pdf
http://www.dri.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/sp_report_vol1_ver2.pdf
http://www.dri.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/sp_report_Vol2.pdf
http://npo-cemi.com/covid-19/livingwithcorona.pdf


避難所における衛生環境対策
として必要と考えられるもの

物　　資

マスク

アルコール手指消毒液

体温計

非接触型体温計

除菌用アルコールティッシュ

タオル（ただし1回使用ごとに廃棄）

ペーパータオル

新聞紙（吐物処理用）

ハンドソープ

清掃用の家庭用洗剤

次亜塩素酸ナトリウム

フェイスシールド

カッパ

使い捨て手袋（ビニール手袋も可）

ラップ

ポリ袋

レジ袋

ジップロック袋

ゴミ袋

バケツ

スプレー容器

蓋つきゴミ箱（足踏み式）

簡易トイレ（凝固剤式）

段ボールベッド（簡易ベッド）

パーティション

別紙１



●太枠の中の項目についてご記入ください。

受付日：令和 年 月 日　

年齢

1 はい　・　いいえ

2 はい　・　いいえ

3 はい　・　いいえ

4 はい　・　いいえ

5 はい　・　いいえ

6 はい　・　いいえ

7 はい　・　いいえ

8 はい　・　いいえ

9 はい　・　いいえ

10 はい　・　いいえ

11 はい　・　いいえ

12 はい　・　いいえ

はい　・　いいえ

14 はい　・　いいえ

はい　・　いいえ

16 はい　・　いいえ

はい　・　いいえ

18 はい　・　いいえ

体　温 ℃ 受付者名

※滞在スペース・区画欄には、避難する建物や部屋の名称および区画番号などを記入する

滞在スペース・区画

乳幼児と一緒ですか？（妊娠中も含む）

17

呼吸器疾患、高血圧、糖尿病、その他の基礎疾患はありますか？

※「はい」の場合、具体的にご記入ください

（以下は、受付担当者が記入します）

15

避難所での行動に際し、配慮を要する障がいがありますか？

※「はい」の場合、障がいの内容をご記入ください

避難所での行動に際し、介護や介助が必要ですか？

てんかんはありますか？

13

そのほか気になる症状はありますか？

※「はい」の場合、具体的にご記入ください

現在、服薬をしていますか？　　（薬名： ）

からだにぶつぶつ（発疹）が出ていますか？

目が赤く、目やにが多くないですか?

受付時　健康状態チェックリスト（例）

避難所名 氏名

チェック項目

現在、医療機関に通院をしていますか？ 　（症状： ）

あなたは新型コロナウイルスの感染が確認されている人の濃厚接触者で、現
在、健康観察中ですか？

普段より熱っぽく感じますか？

呼吸の息苦しさ、胸の痛みはありますか？

においや味を感じないですか？

せきやたん、のどの痛みはありますか？

　全身がだるいなどの症状はありますか？

　吐き気がありますか？

　下痢がありますか？

別紙２



① 総合受付にて、避難者に「受付時　健康状態チェックリスト」を記入してもらい、避難者の検温を行う。

② 受付担当者は、避難者の検温を行い、滞在スペースと区画（パーティション〇〇番区画など）を決定する。

状態 目安となる基準

一般の避難者 チェックリストでチェックが入らなかった人

要配慮者のうち、集合スペースの避難者スペースでの
避難に差し支えない人

要配慮者に関する項目14～18にチェックがつくが、本人の申し出
も参考に判断

障がい者
高齢者

スペース

要配慮者のうち、集合スペースでの避難に差し支えな
い人

要配慮者に関する項目14～18にチェックがつくが、本人の申し出
も参考に判断

濃厚接触者
ゾーン

健康観察中の濃厚接触者 健康に関する項目1にチェックした人

発熱者等
ゾーン

発熱、咳等の症状がある人 健康に関する項目2～10にチェックがついた者、発熱がある人

要配慮者
ゾーン

要配慮者のうち、集合スペースでの避難が困難で、特
に支援が必要な人

要配慮に関する項目14～18のいずれかにチェックがついた人（高
年齢の方）、およびその家族

妊産婦
ゾーン

乳幼児と一緒に避難した者または妊娠中の人
要配慮者に関する項目16にチェックがついた人のうち、希望する
人

③ 避難者は、決められた滞在スペースに移動する。

④ 運営体制が整えば、それぞれのスペースにて受付を行う。

集
合
ス
ペ
ー

ス

専
用
ス
ペ
ー

ス

滞在スペースと区画の振り分けについて（例）

避難者
スペース

滞在スペース
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避難所滞在スペースのレイアウト（例） 

●テープ等による区画表示やパーティション、テントを利用する場合は、番号等を付し、誰がどの番号等の区画等に滞在

しているか分かるように管理する。

●体育館のような広い空間において、健康な人が滞在するスペースとしては、以下のような方法が考えられる。

感染対策やプライバシー保護の観点からは、パーティションやテントを用いることが望ましい。

●感染リスクの高い高齢者・基礎疾患を有する人・障がい者・妊産婦等が滞在する場合には、避難所内に専用スペースを設ける

ことが望ましいが、体育館内に専用ゾーンを設け、以下と同様の考え方で利用することも考えられる。

※ 人と人の間隔は、できるだけ 2m（最低 1m）空けることを意識して過ごしていただくことが望ましい。

※ 避難所では、基本的にマスクを着用することが望ましい。特に、人と人との距離が 1m となる区域に入る人はマスクを着用する。

※ 上記は全て実施することが望ましいが、災害時において、種々の制約が想定され、出来る範囲で最大限実施することが望まれる。
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避難所運営にあたり場面ごとに想定される装備（参考）

マスク
眼の防護具

※１
使い捨て手袋

※３
掃除用手袋
※３、４

長袖ガウン
※５

避難所受付時の応対 ○ △ ○
清掃、消毒 ○ 〇 ○

発熱、咳等の症状のある人や濃厚接触
者の専用ゾーンでの応対 ○ 〇 ○

発熱、咳等の症状のある人や濃厚接触
者の専用ゾーンの

清掃、消毒
○ 〇 ○

軽症者等ゾーンでの応対 ○ ○ ○
軽症者等ゾーンの

清掃、消毒 ○ ○ ○ ○
ゴミ処理 ○ ○ ○ ○

リネン、衣服の洗濯 ○ ○ ○
シャワー・風呂の清掃 ○ ○ ○ 〇
※１ フェイスシールド又はゴーグル。（目を覆うことができる物で代替可（シュノーケリングマスク等））
※２ スタッフの個々が担当する内容に応じて使用する。
（例：受付で連続して同じ人が複数の避難者に応対する際は着用する。単発的に、短時間（一人15分以内）で接する際は着用不要。）
※３ 手袋を外した際には、手洗いを行う。使い捨てビニール手袋も可。
※４ 手首を覆えるもの。使い捨て手袋・使い捨てビニール手袋も可。（複数人での共用は不可）
※５ 医療用ではないので、ゴミ袋での手作り、カッパでの代用も可。
※６ 保健・医療活動は、保健師、看護師、医師が行う。
※７ 体液等で汚れた衣服、リネンを取り扱う際の装備。
※８ 撥水性のあるガウンが望ましい。

※８

※６

※７

※６

※２

以下を参考として、避難所の状況に応じて判断し、対策を行ってください。
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氏名（ふりがな） 年齢

（避難所名： ）

　／　　　（月） 　　／　　　（火） 　　／　　　（水） 　　／　　　（木） 　　／　　　（金） 　　／　　　（土） 　　／　　　（日）

朝 ℃ 朝 ℃ 朝 ℃ 朝 ℃ 朝 ℃ 朝 ℃ 朝 ℃

昼 ℃ 昼 ℃ 昼 ℃ 昼 ℃ 昼 ℃ 昼 ℃ 昼 ℃

夜 ℃ 夜 ℃ 夜 ℃ 夜 ℃ 夜 ℃ 夜 ℃ 夜 ℃

★ひとつでも該当すれば「はい」に 〇

・息が荒くなった（呼吸数が多くなった）

・急に息苦しくなった

・少し動くと息があがる

・胸の痛みがある

・横になれない・座らないと息ができない

・肩で息をしたり、ゼーゼーする

におい・味 　においや味を感じない はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ

せき・たん 　せきやたんがひどい はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ

だるさ 　全身のだるさがある はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ

吐き気 　吐き気がある はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ

下痢 　下痢がある はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ

★その他の症状がある はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ

・食欲がない
・鼻水・鼻づまり・のどの痛み
・頭痛・関節痛や筋肉痛
・一日中気分がすぐれない
・からだにぶつぶつ（発疹）が出ている
・目が赤く、目やにが多い 　など

（症状） （症状） （症状） （症状） （症状） （症状） （症状）

はい ・ いいえ

避難者健康チェックシート（例）

その他

チェック欄

はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ

体温測定

息苦しさ はい ・ いいえ
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▶ 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム

▶ アルキルグリコシド

▶ アルキルアミンオキシド

▶ 塩化ベンザルコニウム

▶ 塩化ベンゼトニウム

▶ 塩化ジアルキルジメチルアンモニウム

▶ ポリオキシエチレンアルキルエーテル

ご家庭にある洗剤を使って
身近な物の消毒をしましょう

※ 新型コロナウイルスに、0.05～0.2%に希釈した界面活性剤を
20秒～5分間反応させ、ウイルスの数が減少することを確認し
ました。詳細はNITEウェブサイトをご覧ください。
https://www.nite.go.jp/information/osirase20200522.html

※ これ以外の界面活性剤についても効果がある可能性があり、
さらに確認を進めています。

本資料は、2020年5月28日現在の知見に基づいて作成されたものです。随時修正されます。

新型コロナウイルス対策

洗剤に含まれる界面活性剤で新型コロナウイルスが効果的に除去できます

ご家庭にある洗剤に、どの界面活性剤が使われているか確認しましょう

使用上の注意を守って、正しく使いましょう

試験で効果が確認された界面活性剤

 効果が確認された界面活性剤が使われている洗剤のリストを
ＮＩＴＥウェブサイトで公開しています（随時更新）
https://www.nite.go.jp/information/osirasedetergentlist.html

 製品のラベルやウェブサイトなどでも、
成分の界面活性剤が確認できます。

※製品本体の成分表は関連法令に基づいて表示されているため、
含有濃度などの条件によっては、ウェブサイト上のリストと
製品本体の成分表が一致しないことがあります。

 身近なものの消毒には、台所周り用、家具用、お風呂用など、
用途にあった「住宅・家具用洗剤」を使いましょう。

 安全に使用するため、製品に記載された使用方法に従い、使用
上の注意を守って、正しく使いましょう。

 手指・皮膚には使用しないでください。

品名 住宅・家具用合成洗剤

成分 界面活性剤（0.2% アルキル
アミンオキシド）、泡調整剤

液性 弱アルカリ性 正味量 400ml
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安全上の注意

 手指・皮膚には使用しないでください。

 スプレーボトルでの噴霧は行わないでください。

効果的に使うためのポイント

 作り置きした液は効果がなくなるので、洗剤うすめ液は、その都度使い切りましょう。

 台所用洗剤でプラスチック部分（電話、キーボード、マウス、TVリモコン、便座とフタ、
照明のスイッチ、時計など）を拭いた場合、そのまま放置すると傷むことがあります。
必ず、すぐに水拭きしましょう。

 塗装面（家具、ラッカー塗装部分、自動車の塗装面など）や、水がしみこむ場所や材質
（布製カーテン、木、壁など）には使わないでください（シミになるおそれがあります）。

(1)洗剤うすめ液を作る。
たらいや洗面器などに500mlの水をはり、
台所用洗剤*を小さじ1杯（5g）入れて軽く
混ぜ合わせる。
（*食器洗い機用洗剤ではなく、スポンジなどにつ
けて使う洗剤です。有効な界面活性剤が使われてい
るかも確認しましょう。）

(2)対象の表面を拭き取る。
キッチンペーパーや布などに、(1)で作っ
た溶液をしみこませて、液が垂れないよう
に絞る。汚れやウイルスを広げないように、
一方向にしっかり拭き取るようにする。

(3)水拭きする。
洗剤で拭いてから5分程度たったら、キッ
チンペーパーや布などで水拭きして洗剤を
拭き取る。特に、プラスチック部分は放置
すると傷むことがあるので必ず水拭きする。

(4)乾拭きする。
最後にキッチンペーパーなどで乾拭きする。

小さじ1杯

「住宅・家具用洗剤」が手元にない場合には？

台所用洗剤を使って
代用することもできます。

水500ml

「住宅・家具用洗剤」を使用する
場合は、製品に記載された使用方
法どおりに使用してください。
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参考

0.05%以上の次亜塩素酸ナトリウム液の作り方

以下は、次亜塩素酸ナトリウムを主成分とする製品の例です。
　商品によって濃度が異なりますので、以下を参考に薄めてください。

【注意】
●使用にあたっては、商品パッケージや HP の説明をご確認ください。
●上記のほかにも、次亜塩素酸ナトリウムを成分とする商品は多数あります。
表に無い場合、商品パッケージや HP の説明にしたがってご使用ください。

メーカー
（五十音順） 商品名 作り方の例

花王

ハイター 水１Lに本商品 25mL（商品付属のキャップ 1杯）

キッチンハイター 水１Lに本商品 25mL（商品付属のキャップ 1杯）

カネヨ石鹸

カネヨブリーチ 水１Lに本商品 10mL（商品付属のキャップ 1/2 杯）

カネヨキッチンブリーチ 水１Lに本商品 10mL（商品付属のキャップ 1/2 杯）

ミツエイ
ブリーチ 水１Lに本商品 10mL（商品付属のキャップ 1/2 杯）

キッチンブリーチ 水１Lに本商品 10mL（商品付属のキャップ 1/2 杯）

0.05％

厚 生 労 働 省 　 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策  身 の ま わ り を 清 潔 に し ま し ょ う 。 」 啓 発 資 料
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ー使い捨て手袋・ゴム手袋、マスク、ほうき、ちりとり、バケツ、トイレタワシ、消毒薬（ハイターなど）、トイレ掃除シート•新聞紙や布等．ゴミ袋

清掃手順

闘マスクと使い捨て手袋（ゴム手袋※＼ ）を着用する

国トイレのドアを開け、風通しを良くする

国ほうきで床をはく

国汚物の入ったゴミ袋を交換する

国バケツの水で消毒薬（ハイター等）を希釈する。［ハイ
ターの場合はバケツの水1杯（約5Q)にキャップ4杯位
（約20cc)J

国ドアノブ、手すり、水洗レバー、タンク、フタ、便座、便器
の外側、タイル（床）等の順で、消毒薬を薄めた布等を
ひたし、しつかりしぼってからふぐ2

IEI 複数のトイレの掃除を行う際は 、 各々の環境を清掃し
てから、便器の清掃をまとめて行う。

口便器の内側は、消毒薬※3 (トイレハイター、ドメスト、サ
ンポールなど原液）をかけ、2~3分後にこすらすに水
で流す（汚れには、トイレタワシ等を用いる）

国手袋をはすし、なくなっているトイレットペーパーを補
充する

瓢清掃が終わったら、 手洗い※4をする

ふ

※l 消毒薬の原液やタワシ・プラシなどを用いる際にはJ厚手のゴム手袋が望ましい。 ※3塩素系消毒薬（トイレハイター

、 ドメスト）、塩酸系消毒薬（サンポール）などがある。
※2清掃時に使う布や紙は、便器と、その他の清潔部位は分けて使うこと。 ※4水道が復旧していない場合には、速乾性アルコール消毒薬を用いる。

-�
宮城県、石巻赤十字病院、東北大学大学院医学系研究科感染制御・検査診断学分野、臨床微生物解析治療学、

感染症診療地域連携講座、東北感染制御ネットワーク
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